
１ 日 時 令和６年 10 ⽉ 15 ⽇（⽕）５校時 13:45〜14:35

２ 場 所 １年Ａ組教室

３ 学年・学級 １年Ａ組・わかたけ A 組・わかたけ B 組 34 名（男子 15 名 女子 19 名）

４ 単元設定の理由
(1) 単元観

三原市大和町はレンコンやネギや米粉などの特産品が多い地域ではあるが、人口減少が進んでいる地域でも
ある。そして、この地域の方々は「地元の産業を守り、地域を活性化させたい」という課題を抱えている。本
単元は、この地域が抱える課題を地元企業「増田製粉株式会社」、そして地域法人「おせっかいさん」と共に解
決する過程の中で、探究的に学び、資質・能力を育成・発揮する単元である。

この単元の本質的な問いは、「自分たちは大和町とどのように関わっていけば良いのか？」である。また、こ
の問いを生徒と共に考えるために、単元を貫く問いを「自分たちの町を盛り上げるためには、どうすればよい
のか？」と設定した。

(2) 生徒観
生徒は、小学校の総合的な学習の時間で、大和町を題材にした課題解決に取り組んできた。これまでの学習

を振り返り、探究的に学習を進めることに関して、33 名の生徒にアンケートを実施した。その結果は次のとお
りである。

探究的に学習を進める中で、「課題の設定」および「まとめ・表現」に課題を感じている生徒が他の過程より
も多いことがわかる。

また、育成を目指す資質・能力（知識及び技能以外）に関して、授業や⽇常生活の中で発揮できているか調
査するために、７⽉に 32 名の生徒にアンケートを実施した。その結果は次のとおりである。

質問 肯定的回答率
①自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動

の中で、「課題の設定」をすることができる。
78.8％（26 名）

②自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動
の中で、「情報の収集」をすることができる。

96.7%(32 名)

③自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動
の中で、「整理・分析」をすることができる。

90.9％（30 名）

④自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動
の中で、「まとめ・表現」することができる。

81.8％（27 名）

⑤地域や社会をよくするために、何かしてみたいと思いますか。 96.7%(32 名)

総合的な学習の時間 第１学年 三原市立大和中学校 指導者 岡本克哉 ⻄本貴博 前沖計貴 武⽥和治 藤本紗代

単
元
名

本単元で特に育成する資質・能力 言語能力（伝える）

米粉の商品開発を通して、大和町の魅力をたくさんの人に知ってもらい、大和町を盛り

上げよう
～自分たちは大和町とどのように関わっていけば良いのか？～



大和中学校区で共通で設定している資質・能力に関して、「言語能力（伝える）」および「主体性」に課題を
感じている生徒が他の資質・能力よりも多いことがわかる。

(3) 指導観
この単元の指導に当たっては、次の４点に留意する。
１点目は、地域が抱える問題の解決を探究課題として設定することである。生徒はこれまで小学校での総合

的な学習の時間を中心に、地域の問題の解決に取り組んできている。その成果もあり、「地域や社会をよくする
ために、何かしてみたい」と考えている生徒の割合が高い。この結果から、地域の問題解決は、生徒が探究的
に学習を進めていく課題として適していると考える。

２点目は、「課題の設定」を段階的に育成することである。「課題の設定」に課題を感じている生徒がいるこ
とを踏まえ、「複雑な問題状況の中から課題を発見し、設定すること」と「解決の方法や手順を考え、確かな見
通しをもって計画を立てること」を段階的に指導する。手立てとして探究のサイクル２周目では、課題を発見
し、設定することを重点とし、「大和町を盛り上げるための商品販売イベントに向けて何をするか設定するこ
と」を指導する。また、探究のサイクル３周目では、確かな見通しをもって計画を立てることを重点とし、「プ
レイベントの反省を踏まえ、商品販売イベントに向けて何をすべきか見通しをもって計画を立てること」を指
導する。

３点目は、「言語能力（伝える）」を育成するためのプレゼンテーションの場面を設けることである。「まと
め・表現」と「言語能力（伝える）」に課題を感じている生徒がいることを踏まえ、手立てとしてプレゼンテー
ションの場面では、「事実」と「意見」の区別をつけるために、それぞれを別のスライドページに分けてまとめ
るようにひな型を用意する。事実にはアンケート結果および米粉の特徴、意見には商品の特徴や商品名に込め
た思いを述べるように指導する。さらに、各教科の授業でも、言語能力（伝える）を育成できるようにカリキ
ュラム・マネジメントを行う。とりわけ、１学期の技術分野の授業で実施した自分の栽培目的に合わせて、肥
料や支柱などの道具をその特徴（事実）をもとに選択し、その理由（意見）を述べる学習との関連を図る。

４点目は、複数の選択肢を設定し、生徒に自己決定させることである。「主体性」に課題を感じている生徒が
いることを踏まえ、主体的に学習に取り組んでもらうために、探究のサイクル２周目の活動では、取り組むべ
き課題の中から自分の良さを発揮できる課題を選択する機会を設ける。

５ 単元の目標
○ 大和町の魅力発信を目的とした米粉の商品開発・販売を通して、課題解決には地域全体が目的を共有して

取り組む必要があることを理解し、課題解決に向けた計画を考え、課題解決に向けて協力して取り組もうと
する。

よく当てはまる やや当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない 肯定的回答率
①情報活用能力 12 17 3 0 90.6％
②言語能力（伝える） 10 16 6 0 81.3％
③言語能力（聞く） 16 13 3 0 90.6％
④主体性 9 19 4 0 87.5％
⑤自己理解・他者理解 21 11 0 0 100％



６ 単元の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

【①知識】
大和町の魅力発信の実現には、そこ
に存在する問題の解決に向けて、学
校や地域が目的を共有して取り組
むことが必要であることを理解し
ている。
【②技能】
米粉の魅力の発信活動（商品開発、
商品販売イベント）を、目的や対象
に応じて適切に実施している。
【③探究的な学習のよさの理解】
大和町が抱える課題に対する学校
と地域の取組についての理解は、探
究的に学習してきたことの成果で
あることに気付いている。

【④-１課題の設定】
プレイベントの反省を踏まえ、商
品販売イベントに向けて必要なこ
とを設定している。
【④-２課題の設定】
大和町を盛り上げるための商品販
売イベントに向けて何をすべきか
見通しをもって計画を立ててい
る。
【⑤情報の収集】
商品開発に必要な情報を収集する
手段を選択し、種類に合わせて情
報を蓄積している。
【⑥整理・分析】
アンケート結果および米粉の特徴
から傾向を明らかにし、根拠をも
ってターゲットと商品のジャンル
を設定している。
【⑦まとめ・表現】
事実（アンケート結果および米粉
の特徴）と意見（自分たちの商品
に対する考え）を区別して伝えて
いる。
※資質能力「言語能力（伝える・
聞く）」が発揮される活動

【⑧-１自己理解】
活動を振り返り、自分の特徴や良さ
を理解しようとしている。
【⑧-２他者理解】
大和町の魅力を発信するための商
品開発で他者の考えを受け入れて
尊重しようとしている。
【⑨-１主体性】
商品販売イベントに向けて、自分の
良さを生かせる課題を選択し、取り
組んでいる。
【⑨-２協働性】
自他の良さを生かしながら協力し
てグループの問題の解決に取り組
んでいる。
【⑩将来展望・社会参画】
今後も大和町の課題解決に向けて、
自分にできることに取り組もうと
している。



７ 本単元で特に育成しようとする資質・能力について
本校で育成しようとする資質・能力は、以下の５点である。

この中から、本単元において育成しようとする資質・能力との関わりについて、次の点に重点を置くものと
する。

③言語能力（伝える）
本単元における言語能力（伝える）とは、事実（アンケート結果および米粉の特徴）と意見（自分たちの

商品に対する考え）を区別して伝える力のことである。

８ 指導と評価の計画（全 40 時間）本時 17／40

【知識及び技能】 ①知識及び技能
【思考力・判断力・表現力等】 ②情報活用能力 ③言語能力
【学びに向かう力、人間性等】 ④主体性 ⑤自己理解・他者理解

尺度 １ ２ ３ ４
C B A

中
学
校
区
共
通

事実と意見を区別し
ておらず、詳しい説明
を付け加えて伝えて
いない。

事実と意見を区別し
ていないが、詳しい説
明を付け加えて伝え
ている。

事実と意見を区別し
て伝えている。

話の中心的な部分と
付加的な部分、事実と
意見を区別して伝え
ている。

本
単
元

事実（アンケート結果
および米粉の特徴）と
意見（自分たちの商品
に対する考え）を区別
しておらず、商品の特
徴を説明できていな
い。

事実（アンケート結果
および米粉の特徴）と
意見（自分たちの商品
に対する考え）を区別
しないが、商品の特徴
を説明している。

事実（アンケート結果
および米粉の特徴）と
意見（自分たちの商品
に対する考え）を区別
して伝えている。

事実（アンケート結果
および米粉の特徴）が
意見（自分たちの商品
に対する考え）にどの
ように生かされてい
るのか関係を整理し
て説明している。

次 時 学習内容 生徒の思考の流れ
観点 ◇教科の評価規準【資質・能力】

（評価方法）知 思 主

一

１
〜
2

目標：地域の課題を理解し、今後取り組むべきことを考えよう。
〇企業からの依頼を受け、
今後の見通しをもつ。

・コンセプトは「多くの人に
米粉の魅力を知ってもらう
こと」だな。
・まずはターゲットとジャ
ンルを決める必要があるな。
・米粉の特徴について自分
たちが理解する必要がある
な。

３
〜
７

目標：コンセプトを達成するために必要な情報を集めよう。
〇アンケートを作成し、実
施する。また、米粉の特徴
について調べる。
・小⻨粉との違い
・⻑所と短所

・空港で人気の商品がわか
れば、そこからヒントを得
て、ターゲットやジャンルに
つなげることができそうだ
からアンケートを実施しよ

⑤ 商品開発に必要な情報を
収集する手段を選択し、
種類に合わせて情報を蓄
積している。【⑤情報の収
集】（ワークシート）



・米粉を使った商品 う。
・米粉の特徴とアンケート
結果があれば、ターゲットや
商品のイメージが具体的に
なるな。

８
〜
12

目標：ターゲットとジャンルを決めて、魅力を伝える商品を考えよう。
〇アンケート結果を分析
する。

〇ターゲットと商品ジャ
ンルを決定する。

〇米粉の商品を考案する。

〇生徒が考案したものの
中から、地域の方にプレゼ
ンをする商品案をブラッ
シュアップする。

・ビジネスマンがお土産を
買いに寄っているみたいだ
な。
・空港ではお土産で洋菓子
を買う人が多いから、米粉の
食感を生かした洋菓子にし
よう。
・お土産として買うなら、商
品の大きさもポイントにな
りそうだな。
・和菓子、洋菓子、和洋菓子、
惣菜、その他で試作してから
商品を決めよう。
・以前米粉にはモチモチし
た特徴があることがわかっ
たから、その特徴を生かして
お菓子を作ろう。
・そんな生かし方もあるの
か。
・Ａさんの意見は、もっとこ
うすれば良いのではないか
な。
・自分たちでは決めきれな
いから、協力してもらう方の
意見も含めて決めよう。

⑥

⑧

アンケート結果および米
粉の特徴から傾向を明ら
かにし、根拠をもってタ
ーゲットと商品のジャン
ルを設定している。【⑥整
理・分析】（ワークシー
ト）

大和町の魅力を発信する
ための商品開発で他者の
考えを受け入れて尊重し
ようとしている。【⑧-２他
者理解】（行動観察）

13
〜
15

目標：地域の方にプレゼンをして、開発を進める商品を決定しよう。
〇地域の方へのプレゼン
を練習する。

〇地域の方へ、商品案のプ
レゼンをする。
〇地域の方と開発を進め
る商品を決定する。

・前回のプレゼンのコメン
トをもとに、資料を修正しよ
う。
・地域の方に商品の良さが
伝わるプレゼンにしよう。
・商品が決まったから次は、
販売に向けて考えないとい
けないな。

⑦ 事実と意見を区別して伝
えている。【⑦まとめ・実
現】（ワークシート）



二

16
〜
17

目標：これからの目標と取り組む課題を設定しよう。
〇これからの目標を設定
する。

〇今後取り組むべきこと
を考える。

・「たくさんの人」っていう
のは、三原市や大和町の人を
中心に知ってもらいたい。
・米粉を介して、大和町にも
興味をもってもらいたいな。
・取組のゴールの大和町が
盛り上がった姿は、大和町に
行ってみたい人や住みたい
人が増えた状態だな。
・今回は、特産品の米粉を介
して、大和町の認知度を高め
て、大和町を盛り上げたい
な。
・魅力を伝える方法として、
商品販売以外にもトークシ
ョーなどもあると思うな。
・三原市や大和町の人に来
てもらうためには、広報をし
ないといけないな。

④ 大和町を盛り上げるため
の商品販売イベントに向
けて何をすべきか見通し
をもって計画を立ててい
る。【④-２課題の設定】
（ワークシート）

18
〜
20

目標：知りたいことを専門家に教えてもらおう。
〇CF の基礎について講師
より学ぶ。
〇ラジオ配信ついて講師
より学ぶ。

・準備だけでなく、活動の報
告が必要になるんだな。
・原稿を書くのは苦手だけ
ど、話すことはできそうだ
な。

21
〜
26

目標：グループごとに準備をすすめよう。
【グループごとに実施】
〇講師からのアドバイス
をもとに、原稿を書いた
り、看板・POP・装飾品等
を作成したりする。

・自分は文章を考えるのが
得意だから、ＰＯＰ作りに参
加するぞ。

② ⑨ 米粉の魅力の発信活動（商
品開発、商品販売イベン
ト）を、目的や対象に応じ
て適切に実施している。
【②技能】（行動観察）
商品販売イベントに向け
て、自分の良さを生かせる
課題を選択し、協力して取
り組もうとしている。【⑨-
１主体性】（行動観察）

27
〜
30

目標：プレイベントで次の課題を見つけよう。
【グループごとに実施】
〇CF の Web サイトに掲
載、ラジオ放送のデータ収
録、ＳＮＳでの情報発信を

・原稿を考えるのが得意な
人、話すのが得意な人で分担
して作業すればお互いの良

⑨ 自他の良さを生かしなが
ら協力してグループの問
題の解決に取り組んでい



する。
〇体育館でボランティア
を対象にプレイベントを
実施する。

さを生かせるな。
・うまくいかなかったとこ
ろがあるから共有して、修正
したいな。

る。【⑨-２協働性】（行動観
察）

三

31
〜
32

目標：プレイベントの問題点から今後取り組むべきことを考えよう。
〇プレイベントの問題点
を出し合い、今後の見通し
を持つ。

〇プレイベント参加者か
らの意見をもらう。

・プレイベントに協力して
くださる人のおかげで、自分
たちの取組がより良いもの
になっているな。

・運営側からはわからなか
ったが、参加者側はこんなこ
とを問題に感じていたんだ
な。
・トークショーについて指
摘をもらったから、イベント
を運営している人に話を聞
いて、そこから改善案を考え
て修正しよう。

①

④

大和町の魅力発信の実現
には、そこに存在する問題
の解決に向けて、学校や地
域が目的を共有して取り
組むことが必要であるこ
とを理解している。【①知
識】（ワークシート）
プレイベントの反省を踏
まえ、商品販売イベント
に向けて必要なことを設
定している。【④-１課題
の設定】（ワークシート）

33
〜
34

目標：知りたいことを専門家に教えてもらおう。
〇トークショーについて
講師より学ぶ。
※プレイベントの結果に
応じて、内容を変更する。

・参加型のトークショーに
すれば、自分事として情報を
受け取ってくれるんだな。

35
〜
37

目標：本番に向けて、イベントの運営計画を改善しよう。
〇プレイベントの問題点
をもとに、本番の改善案を
考える。

・トークショーでは、こんな
コーナーを設定した方が良
いな。
・時間を短くした方が良い
な。
・人数を増やした方が良い
な。

38
〜
40

目標：取組の成果を確認し、活動を振り返ろう。
〇広島空港で販売イベン
トを実施する。

〇これまでの取組をまと
め、CF に協賛された方や
地域の方へ報告をする。

・宣伝をしたからたくさん
の人が来てくれたな。
・プレイベントの反省を生
かすことができたな。
・アンケート結果から大和
町に行ってみたいと思って
いる人がいるから取組のゴ



９ 本時の展開
(1) 本時の目標

○ 大和町を盛り上げるための販売イベントに向けて、目的を明確にしながら計画を立てることができる。
(2) 観点別評価規準

○ 大和町を盛り上げるための商品販売イベントに向けて何をすべきか見通しをもって計画を立てている。
【思考・判断・表現（④-２課題の設定）】

(3) 本時の学習展開

〇１年間の取組（学習内
容、資質・能力）を振り返
る。

ールは達成できたな。
・私たちだけでなく、地域の
方のおかげでたくさんの人
に魅力を伝えることができ
たな。
・活動の中で自分には、人前
で堂々と話すことができる
よさがあることがわかった
な。
・今後も大和町の課題解決
に向けて、自分にできること
に取り組みたいな。

③ ⑧
⑩

大和町が抱える課題に対
する学校と地域の取組に
ついての理解は、探究的に
学習してきたことの成果
であることに気付いてい
る。【③探究的な学習のよ
さの理解】（振り返りシー
ト）
活動を振り返り、自分の特
徴や良さを理解しようと
している。
【⑧-１自己理解】（振り返
りシート）
今後も大和町の課題解決
に向けて、自分にできるこ
とに取り組もうとしてい
る。【⑩将来展望・社会参
画】（振り返りシート）

学習活動
○指導上の留意点

◆努力を要する生徒への指導の手立て
◇教科の評価規準

（評価方法）

導
入

〇前時の内容を想起する。

〇学習目標を把握する。

○前時に生徒が設定した今後の活動の
目標（この取組の最終目標）を示す。
「大和町産の米粉の知名度を上げて、
大和町を盛り上げよう」

本時のめあて
大和町を盛り上げるための販売イベントに向けて、目的を明確にしながら計画を立てることができる。



(4) 板書計画

展
開

〇取組の最終目標の達成に向けて、必
要なことを考え、発散的に書き出す。
マインドマップ作成
発問１：商品以外の方法で魅力を伝え
る方法はないかな？
発問２：どうすればたくさんの三原市
や大和町に関係する人に来てもらえる
かな？
発問３：発問１・２で出てきたことを
やるだけで当⽇はうまくいくかな？

〇発散的に書き出したことの中から、
必要なことを優先順位で精査し、時間
軸で整理する。

〇教師、地域の方は「なぜそれが必要
なのか」「この取組の最終目標にどうつ
ながっているのか」「どうやって確認す
るのか」問い返し、最終目標とずれて
いれば必要に応じて、助言をする。
◆小学５年生の時のレンコン餅販売の
活動とその目的を想起させる。

〇優先順位をＸＹチャート（効果があ
るかどうか、実現可能かどうか）で整
理する。

◇大和町を盛り上げ
るための商品販売イ
ベントに向けて何を
すべきか見通しをも
って計画を立ててい
る。【④-２課題の設
定】（ワークシー
ト）

ま
と
め

〇R80 を記入する。

〇R80 をシェアリングする。

○振り返りの視点を示す。
・本時発揮した資質・能力
・次回への見通し

◆R80 のひな型を示す。
「本時で今後取り組むべきことを明確
にできた。なので、次回は・・・。」
「本時で〜を発揮できた。なぜなら
ば、〜できていたから。」

めあて：大和町を盛り上げるための販売イベントに向けて、目的を明確にしながら計画を立てることができる。
⽇付 やること やることをするために必要な情報

10 ⽉
開発商品決定
ゴール決定
資金調達 クラウドファンディングのやり方
宣伝（イベント） ＳＮＳなど、どの宣伝方法が適しているか
イベント準備

・宣伝（商品、大和町）
・トークショー

パッケージデザイン
話す内容、ゲスト依頼

プレイベント
・役割分担 イベントの進め方（専門家）

アンケート作成

２⽉
販売イベント（米粉・大和町の魅力発信）
アンケート実施

本時のまとめ： （本時で決まったことを板書に示す）


